
(57)【要約】

【課題】体外から患部まで直線的にアプローチできず、

且つ、当該アプローチ空間が狭い場合であっても、メス

や内視鏡等の術具を先端側に備えた術具マニピュレータ

を患部に導くことができる通路を確保する。

【解決手段】モータやシリンダ等を駆動源とする駆動装

置１１の駆動により、相互に独立して動作可能な第１、

第２及び第３のマニピュレータ本体１２，１３，１４を

備えて先導マニピュレータ１０が構成されている。各マ

ニピュレータ本体１２～１４は、相互に離間接近可能に

設けられるとともに、所定部位が屈曲変位可能な多関節

構造に設けられている。このような先導マニピュレータ

１０は、前記離間接近及び屈曲変位により、患部までの

通路となる非直線状の狭い隙間Ｓ１、Ｓ２・・・を掻き

分け、これら隙間Ｓ１、Ｓ２を患部に向かって次第に拡

張することで、後行して体内に導かれる切削マニピュレ

ータの通路が形成維持される。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 内 の 隙 間 を 進 行 す る 複 数 の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 を 備 え 、
前 記 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 は 、 相 互 に 離 間 接 近 可 能 に 設 け ら れ る と と も に 、 所 定 部 位 が 屈
曲 変 位 可 能 な 多 関 節 構 造 に 設 け ら れ 、 前 記 離 間 接 近 及 び 屈 曲 変 位 に よ り 前 記 隙 間 を 拡 張 し
な が ら 進 行 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 は 、 少 な く と も 三 本 設 け ら れ 、 そ の う ち の 何 れ か 二 本 で 隙 間 の 拡
張 状 態 を 維 持 し な が ら 、 残 り の 一 本 で 先 方 に 存 在 す る 隙 間 に ア プ ロ ー チ す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 用 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 医 療 用 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ に 係 り 、 更 に 詳 し く は 、 メ ス や 内 視 鏡 等 の 術 具 を 先
端 側 に 備 え た 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 体 内 に 導 く 空 間 を 確 保 す る た め の 医 療 用 先 導 マ ニ ピ ュ
レ ー タ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 股 関 節 手 術 は 、 大 殿 筋 や 縫 工 筋 と 呼 ば れ る 各 筋 肉 組 織 を 切 開 し た 上 で 、 様 々 な 筋 膜
を 剥 離 し て 動 脈 を 傷 付 け な い よ う に 行 わ れ る 。 と こ ろ が 、 こ の よ う な 股 関 節 手 術 に お い て
は 、 術 者 が 、 「 の み 」 に 近 似 し た 形 状 の 切 削 器 具 を 患 部 に 打 ち つ け て 所 定 の 骨 部 位 を 切 削
す る 関 係 上 、 そ の 作 業 ス ペ ー ス と な る 広 い 術 野 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 前 記
切 削 前 に は 、 前 記 各 生 体 組 織 の 大 き な 切 開 が 必 要 と な り 、 患 者 の 負 担 が 多 大 に な る ば か り
か 、 手 術 後 に お け る 血 管 、 筋 繊 維 及 び 神 経 の 回 復 に 時 間 が 掛 か り 、 リ ハ ビ リ を 含 め た 完 全
な 回 復 ま で に 非 常 に 時 間 が か か る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 近 時 に お け る 腹 腔 手 術 等 で は 、 患 者 の 腹 部 に 小 さ な 穴 を 空 け 、 当 該 穴 内 に 、 内
視 鏡 、 メ ス 、 鉗 子 等 の 術 具 が 先 端 側 に 設 け ら れ た 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ 等 参 照 ） を 挿 入 し 、 術 者 が 前 記 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 遠 隔 操 作 し て 手 術 を 行 う 方 法 が 知
ら れ て い る 。 こ の よ う な 方 法 は 、 腹 部 の 大 き な 切 開 を 必 要 と し な い た め 、 患 者 へ の 負 担 が
少 な く 、 比 較 的 短 時 間 の 回 復 が 可 能 と な る 。 そ こ で 、 こ の 方 法 を 用 い て 前 述 し た 股 関 節 手
術 を 行 え ば 、 前 記 腹 腔 手 術 等 の 場 合 と 同 様 に 、 患 者 の 手 術 時 の 負 担 を 大 幅 に 低 減 で き 、 し
か も 、 手 術 後 の 患 者 の 回 復 期 間 を 大 幅 に 短 縮 す る こ と が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ９ ６ ６ ７ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 使 っ た 方 法 に あ っ て は 、 そ の 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー
タ の 構 造 上 、 体 外 か ら 患 部 ま で 直 線 的 に ア プ ロ ー チ で き る 場 合 の み に し か 用 い る こ と が で
き ず 、 前 記 股 関 節 手 術 等 の よ う に 、 体 外 か ら 患 部 ま で 直 線 的 に ア プ ロ ー チ 不 能 で 、 且 つ 、
当 該 ア プ ロ ー チ 空 間 を 十 分 に 確 保 で き な い よ う な 手 術 に は 適 用 で き な い の が 現 状 で あ る 。
す な わ ち 、 前 記 股 関 節 手 術 時 等 に お い て は 、 体 外 か ら 患 部 に 達 す る ま で に 、 臓 器 、 筋 肉 、
血 管 、 神 経 等 の 組 織 が 複 雑 に 配 置 さ れ て お り 、 体 外 か ら の 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 患 部 に 到
達 さ せ る た め に は 、 各 組 織 間 の 狭 い 隙 間 を 必 要 最 小 限 に 拡 張 し な が ら 、 体 外 か ら 患 部 ま で
術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 非 直 線 的 に 進 入 さ せ な け れ ば な ら ず 、 前 記 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ で は
こ の よ う な 動 作 を 行 え な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 目 的 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 に 着 目 し て 案 出 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 体 外 か ら 患 部
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ま で 、 直 線 的 或 い は 円 弧 状 等 簡 単 な 軌 跡 で は ア プ ロ ー チ で き ず 、 且 つ 、 当 該 ア プ ロ ー チ 空
間 が 狭 い 場 合 で あ っ て も 、 メ ス や 内 視 鏡 等 の 術 具 を 先 端 側 に 備 え た 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ を
患 部 に 導 け る よ う に す る 医 療 用 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 生 体 内 の 隙 間 を 進 行 す る 複 数 の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体
を 備 え 、
前 記 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 は 、 相 互 に 離 間 接 近 可 能 に 設 け ら れ る と と も に 、 所 定 部 位 が 屈
曲 変 位 可 能 な 多 関 節 構 造 に 設 け ら れ 、 前 記 離 間 接 近 及 び 屈 曲 変 位 に よ り 前 記 隙 間 を 拡 張 し
な が ら 進 行 可 能 と す る 、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 各 マ ニ ピ ュ
レ ー タ 本 体 が 、 体 外 か ら 患 部 に 向 か う 過 程 で 、 そ れ ら の 屈 曲 動 作 及 び 離 間 接 近 動 作 に よ り
、 患 部 ま で 非 直 線 的 に 存 在 す る 狭 い 隙 間 を 患 部 に 向 か っ て 次 第 に 拡 張 さ せ る よ う に 生 体 組
織 を 掻 き 分 け る こ と に な り 、 後 行 す る 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 患 部 に ア プ ロ ー チ さ せ る 通 路
が 確 保 可 能 と な る 。 ま た 、 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 が 患 部 に 達 し た と き に そ の 姿 勢 を 維 持 す る
こ と で 、 前 記 通 路 の 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 通 路 の 内 壁 側 に 位 置 す る 各
マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 に よ り 通 路 周 囲 の 生 体 組 織 が 保 護 さ れ 、 後 行 す る 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ
よ る 生 体 組 織 損 傷 の 虞 を 低 減 す る こ と も で き る 。 な お 、 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 が 生 体 組 織
を 掻 き 分 け る 際 に は 、 部 分 的 な 屈 曲 動 作 等 に よ っ て 、 非 直 線 的 に 存 在 す る 隙 間 を 無 理 な く
拡 張 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て も 、 生 体 組 織 損 傷 の 虞 を 低 減 す る こ と が で き る 。 総 じ
て 、 前 記 医 療 用 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 用 い る こ と で 、 体 外 か ら 患 部 ま で 直 線 的 に ア プ ロ ー
チ 不 能 で 、 且 つ 、 当 該 ア プ ロ ー チ 空 間 を 十 分 に 確 保 で き な い よ う な 股 関 節 手 術 等 に お い て
も 、 従 来 行 わ れ て い る 腹 腔 手 術 等 の 場 合 と 同 様 に 、 メ ス や 内 視 鏡 等 の 術 具 が 先 端 側 に 設 け
ら れ た 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 使 っ た 手 術 が 可 能 と な り 、 患 者 の 手 術 時 の 負 担 を 大 幅 に 低 減
で き 、 且 つ 、 手 術 後 の 患 者 の 回 復 期 間 を 大 幅 に 短 縮 で き る こ と が 期 待 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に お い て 、 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 は 、 少 な く と も 三 本 設 け ら れ 、 そ の う ち の 何 れ か 二
本 で 隙 間 の 拡 張 状 態 を 維 持 し な が ら 、 残 り の 一 本 で 先 方 に 存 在 す る 隙 間 に ア プ ロ ー チ す る
、 と い う 構 成 を 採 る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 比 較 的 単 純 な 構 造 で 、
前 記 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 患 部 に 導 く 通 路 を 形 成 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ に は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 医 療 用 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 概 略 構 成 図 が 示 さ れ て い る 。 こ
の 図 に お い て 、 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ １ ０ は 、 図 示 し な い モ ー タ や シ リ ン ダ 等 を 駆 動 源 と す
る 駆 動 装 置 １ １ の 駆 動 に よ り 、 相 互 に 独 立 し て 動 作 可 能 な 第 １ 、 第 ２ 及 び 第 ３ の マ ニ ピ ュ
レ ー タ 本 体 １ ２ ， １ ３ ， １ ４ を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４ は 、 相 互 に 同 一 と な る 多 関 節 構 造 の 略 丸 棒 状 に 設 け
ら れ て お り 、 複 数 の マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ と 、 こ れ ら マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ を 相
対 変 位 可 能 に 連 結 す る 関 節 部 １ ７ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４ の 最 先 端 側 に 位 置 す る マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ は
、 先 端 側 が 尖 っ た 円 錐 形 状 に 設 け ら れ る 一 方 、 そ れ 以 外 の 位 置 の マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １
６ は 、 略 円 柱 形 状 に 設 け ら れ て い る 。 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ に は 、 駆 動 装 置 １ １ に
繋 が る ワ イ ヤ Ｗ が そ れ ぞ れ 独 立 し て 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ で は 、 図 面 の 錯 綜 を 回 避
す る た め 、 前 記 ワ イ ヤ Ｗ の 表 記 を 簡 略 化 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 関 節 部 １ ７ は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 一 自 由 度 の 相 対 回 転 を 許 容 す る よ う に 各 マ ニ
ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ を 連 結 す る 公 知 の 継 ぎ 手 構 造 が 採 用 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
以 上 の 構 成 の 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４ は 、 公 知 の マ ス タ ー ・ ス レ ー ブ 方 式 等 を 実
現 可 能 に 駆 動 装 置 １ １ 側 に 接 続 さ れ て お り 、 使 用 者 （ 術 者 ） の 遠 隔 操 作 に よ り 所 定 の 動 作
を 行 え る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４ は 、 駆 動 装 置 １ １
の 駆 動 に よ り 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 軸 線 方 向 に 移 動 で き る よ う に な っ て い る 他 、 相 互 に 離 間
接 近 す る 方 向 に 移 動 可 能 と な っ て い る 。 ま た 、 駆 動 装 置 １ １ の 駆 動 に よ り 、 術 者 が 指 定 し
た 所 定 部 位 の マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ に 連 な る ワ イ ヤ Ｗ が 駆 動 装 置 １ １ 側 に 牽 引 さ れ る
こ と で 、 そ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ は 、 隣 接 す る マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ に 対 し 所
定 角 度 に 亘 っ て 屈 曲 変 位 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 な お 、 図 示 省 略 し て い る が 、 本 実 施
形 態 で は 、 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ に 、 周 方 向 約 １ ８ ０ 度 程 度 離 間 し た 二 箇 所 位 置 で
ワ イ ヤ Ｗ が 固 定 さ れ て お り 、 当 該 二 箇 所 の ワ イ ヤ Ｗ を 選 択 的 に 牽 引 す る こ と で 、 対 象 と な
る マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ が 、 隣 接 す る マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ に 対 し て 正 逆 両 方 向
に 回 転 変 位 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 股 関 節 手 術 時 に お け る 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ １ ０ の 動 作 を 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に お
い て は 、 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４ の 軸 線 方 向 の 移 動 の う ち 、 図 １ 中 Ｆ 方 向 の 移 動 を
前 進 と 称 し 、 そ の 反 対 と な る 同 図 中 Ｒ 方 向 の 移 動 を 後 退 と 称 す る 。 ま た 、 マ ニ ピ ュ レ ー タ
形 成 体 １ ６ に つ い て は 、 図 １ 中 左 端 側 を 先 端 側 と 称 す る と と も に 、 当 該 先 端 側 か ら 順 に 第
１ 、 第 ２ 、 ・ ・ ・ 第 ｎ 番 目 の マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ と 称 す る こ と と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
今 回 説 明 す る 股 関 節 手 術 は 、 レ ー ザ メ ス の 機 能 を 有 す る 図 示 し な い 切 削 マ ニ ピ ュ レ ー タ （
術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ ） を 使 っ て 行 わ れ る 手 術 で あ り 、 当 該 切 削 マ ニ ピ ュ レ ー タ は 、 そ の 先
端 側 か ら 、 骨 組 織 を 切 断 可 能 レ ー ザ 光 （ Ｅ ｒ ． Ｙ Ａ Ｇ レ ー ザ ） が 照 射 可 能 と な っ て い る 。
こ の 切 削 マ ニ ピ ュ レ ー タ は 、 そ の 先 端 側 が 患 者 の 腰 部 付 近 に お け る 側 方 に 空 け ら れ た 穴 （
挿 入 位 置 ） か ら 挿 入 さ れ 、 大 腿 骨 と 当 該 大 腿 骨 の 上 端 側 に 連 な る 腸 骨 と の 接 続 部 位 と な る
患 部 付 近 （ 目 標 位 置 ） ま で 達 す る よ う に 体 内 に 導 か れ る 。 こ の 際 、 前 記 挿 入 位 置 か ら 目 標
位 置 ま で は 、 臓 器 、 筋 肉 、 骨 、 血 管 、 神 経 等 の 各 種 生 体 組 織 が 密 に 存 在 す る た め 、 前 記 切
削 マ ニ ピ ュ レ ー タ が 体 内 で 直 線 的 に 移 動 で き な い ば か り か 、 当 該 切 削 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 通
す た め の 隙 間 （ 通 路 ） も 狭 い 。 そ こ で 、 前 記 切 削 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 体 内 に 挿 入 す る 前 に 、
前 記 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ １ ０ を 体 内 に 挿 入 し 、 当 該 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ １ ０ は 、 前 記 切 削
マ ニ ピ ュ レ ー タ の 通 路 を 確 保 す る よ う に 作 用 す る 。 す な わ ち 、 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２
～ １ ４ が 、 術 者 の 操 作 に よ り 、 前 記 切 削 マ ニ ピ ュ レ ー タ に 先 行 し て 、 前 記 挿 入 位 置 か ら 前
記 目 標 位 置 ま で 非 直 線 的 に 移 動 し な が ら 、 前 記 切 削 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 通 路 を 維 持 形 成 す る
。 こ の 際 に は 、 図 示 し な い 内 視 鏡 マ ニ ピ ュ レ ー タ （ 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ ） が 各 マ ニ ピ ュ レ
ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４ と 共 に 体 内 に 挿 入 さ れ 、 術 者 が 、 体 内 の 画 像 を 目 視 な が ら 前 記 目 標 位
置 へ の 通 路 と な り 得 る 各 組 織 間 の 隙 間 を 見 つ け 、 そ こ を 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４
を 使 っ て 拡 張 し な が ら 進 行 し て い く こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
具 体 的 に は 、 三 本 の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４ が 、 屈 曲 変 位 及 び 離 間 接 近 を 行 い な が
ら 、 各 隙 間 内 を 進 行 す る こ と で 、 当 該 隙 間 を 前 記 目 標 位 置 に 向 か っ て 次 第 に 拡 張 し 、 前 記
挿 入 位 置 か ら 目 標 位 置 に 達 す る 前 記 切 削 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 非 直 線 的 な 通 路 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
以 上 の 動 作 の 一 例 を 図 ３ ～ 図 １ ０ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 こ こ で は 、 図 面 を 単 純 化 す る
た め に 、 タ ー ゲ ッ ト と な る 二 箇 所 の 第 １ 及 び 第 ２ の 隙 間 Ｓ １ ， Ｓ ２ を リ ン グ 状 と し て い る
が 、 実 際 の 隙 間 は 、 筋 肉 塊 の 合 わ せ 部 位 等 に 見 ら れ る よ う に 複 雑 な 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
先 ず 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ の 隙 間 Ｓ ２ よ り も 体 外 側 に 位 置 す る 第 １ の 隙 間 Ｓ １ に
、 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４ の 先 端 側 を 相 対 さ せ る 。 そ し て 、 術 者 の 操 作 に よ り 、
第 １ の 隙 間 Ｓ １ に 向 か っ て 第 １ 及 び 第 ２ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ， １ ３ を 前 進 さ せ 、 図
４ に 示 さ れ る よ う に 、 そ れ ら の 先 端 側 を 第 １ の 隙 間 Ｓ １ に 挿 入 す る 。 次 い で 、 第 １ 及 び 第
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２ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ， １ ３ が 相 互 に 離 間 す る 方 向 に 動 作 し 、 前 記 第 １ の 隙 間 Ｓ １
が 弾 性 変 形 を 伴 っ て 拡 張 さ れ る （ 図 ５ 参 照 ） 。 こ の と き 、 第 １ 及 び 第 ２ の マ ニ ピ ュ レ ー タ
本 体 １ ２ ， １ ３ の 動 き が 一 旦 止 ま り 、 第 １ の 隙 間 Ｓ １ の 拡 張 状 態 が 維 持 さ れ る こ と に な り
、 後 行 す る 前 記 切 削 マ ニ ピ ュ レ ー タ （ 図 示 省 略 ） の 通 路 の 一 部 が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 第
３ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ４ が 前 進 し 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 拡 張 さ れ た 第 １ の 隙 間 Ｓ
１ に 第 ３ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ４ が 挿 通 さ れ 、 当 該 第 ３ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ４ は 、
図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 そ の 先 端 側 が 次 な る 第 ２ の 隙 間 Ｓ ２ に 挿 入 さ れ る よ う に 前 進 す る
。 こ の 際 、 第 ３ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ４ は 、 第 ２ 番 目 の マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ が 屈
曲 変 位 す る こ と で 、 同 第 ３ 番 目 の マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ が 、 第 １ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本
体 １ ２ に 隣 り 合 う よ う に 第 １ の 隙 間 Ｓ １ の 内 壁 部 分 に 当 接 し 、 そ の 状 態 が 維 持 さ れ る 。 次
い で 、 第 １ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ が 、 第 ２ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ３ に 向 か っ て 横 方
向 に シ フ ト し な が ら 、 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ の 隙 間 Ｓ ２ に 向 か っ て 前 進 す る 。 こ の
と き 、 第 １ の 隙 間 Ｓ １ は 、 第 ２ 及 び 第 ３ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ３ ， １ ４ に よ っ て 、 前 述
し た 拡 張 状 態 が 維 持 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 １ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ は 、 第 ２ の マ ニ
ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ３ に 隣 り 合 う 位 置 で 第 １ の 隙 間 Ｓ １ の 内 壁 部 分 に 当 接 す る 。 次 い で 、 第
２ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ３ が 、 第 ３ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ４ に 向 か っ て 横 方 向 に シ フ
ト し 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ３ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ４ に 隣 り 合 う よ う に 第 １ の 隙
間 Ｓ １ の 内 壁 部 分 に 当 接 す る 。 そ し て 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ の 隙 間 Ｓ ２ に 先 端
側 が 挿 入 さ れ た 状 態 の 第 １ 及 び 第 ３ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ， １ ４ を 相 互 に 離 間 さ せ な
が ら 、 そ れ ら 各 第 ２ 番 目 の マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ ， １ ６ を そ れ ぞ れ 屈 曲 変 位 さ せ 、 第
２ の 隙 間 Ｓ ２ を も 拡 張 状 態 と す る 。 こ の と き 、 第 ２ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ３ は 、 第 １ の
隙 間 Ｓ １ の 拡 張 状 態 を 維 持 す る よ う に 、 そ の 内 壁 部 分 に 沿 っ て 移 動 す る 。 以 上 の 動 作 は 、
先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ １ ０ の 先 端 側 が 前 記 目 標 位 置 に 達 す る ま で 、 交 互 に 繰 り 返 し 行 わ れ る
。 そ し て 、 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ １ ０ の 先 端 側 が 前 記 目 標 位 置 に 達 し た と き に 、 第 １ ～ 第 ３
の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４ の 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 形 成 体 １ ６ の 屈 曲 変 位 に よ り 、 各 隙
間 Ｓ １ ， Ｓ ２ ・ ・ ・ ・ の 拡 張 状 態 が 維 持 さ れ 、 前 記 挿 入 位 置 か ら 目 標 位 置 へ の 通 路 が 形 成
さ れ る こ と に な る 。 以 上 を 総 括 す る と 、 本 実 施 形 態 で は 、 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １
４ の う ち の 何 れ か 二 本 で 隙 間 Ｓ １ 、 Ｓ ２ ・ ・ ・ の 拡 張 状 態 を 維 持 し な が ら 、 残 り の 一 本 で
先 方 に 存 在 す る 隙 間 Ｓ ２ ・ ・ ・ に ア プ ロ ー チ す る こ と で 、 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １
４ は 、 患 部 ま で の 通 路 と な る 非 直 線 状 の 狭 い 隙 間 Ｓ １ 、 Ｓ ２ ・ ・ ・ を 掻 き 分 け 、 こ れ ら 隙
間 Ｓ １ 、 Ｓ ２ を 患 部 に 向 か っ て 次 第 に 拡 張 し て 、 前 記 切 削 マ ニ ピ ュ レ ー タ （ 図 示 省 略 ） に
対 す る 患 部 へ の 通 路 が 確 保 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ の 後 、 各 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４ と 同 様 の 多 関 節 構 造 を 有 す る 前 記 切 削 マ ニ ピ ュ
レ ー タ が 途 中 部 位 の 屈 曲 変 位 を 伴 い 、 そ の 先 端 側 を 難 な く 目 標 位 置 に 導 か れ る 。 な お 、 先
導 マ ニ ピ ュ レ ー タ １ ０ に よ っ て 形 成 さ れ た 通 路 に 挿 通 さ れ る 器 具 と し て は 、 前 述 し た 切 削
マ ニ ピ ュ レ ー タ に 限 ら ず 、 先 端 側 に 鉗 子 等 が 取 り 付 け ら れ た 他 の 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ 等 を
挿 通 す る こ と も 勿 論 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
従 っ て 、 こ の よ う な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 体 外 か ら 患 部 ま で 、 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 直 線 的
に ア プ ロ ー チ で き ず 、 し か も 、 そ の 通 路 と な る 隙 間 が 狭 い 場 合 で あ っ て も 、 当 該 隙 間 を 拡
張 し 、 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 患 部 ま で 導 く こ と が 可 能 に な る と い う 効 果 を 得 る 。 従 っ て 、
こ の よ う に 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ を ア プ ロ ー チ し 難 い 患 部 に 対 し て も 、 大 き な 切 開 を 必 要 と
し な い ロ ボ ッ ト を 使 っ た 手 術 を 適 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 前 記 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４ の 構 造 と し て は 、 前 記 実 施 形 態 の 構 造 に 限 定 さ
れ る も の で は な く 、 一 部 位 を 屈 曲 変 位 さ せ な が ら 相 対 移 動 可 能 な 限 り に お い て 、 種 々 の 構
造 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 術 者 に よ る 遠 隔 操 作 に よ り 、 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４ を
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マ ニ ュ ア ル 的 に 動 作 さ せ て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 Ｃ Ｔ や Ｍ Ｒ Ｉ 等 の 撮 像 手 段 に
よ り 、 体 外 か ら 患 部 ま で の ア プ ロ ー チ の 経 路 及 び そ の 隙 間 の 大 き さ 等 が 把 握 さ れ て い れ ば
、 そ の 画 像 デ ー タ 等 に 応 じ て 、 前 記 マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体 １ ２ ～ １ ４ を 自 動 的 に 患 部 ま で 移
動 さ せ る よ う に 駆 動 装 置 １ １ を 制 御 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
更 に 、 前 記 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ １ ０ は 、 前 述 し た 股 関 節 手 術 の 他 の 手 術 に 対 し て 適 用 す る
こ と も 勿 論 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ の 他 、 本 発 明 に お け る 各 構 成 は 図 示 構 成 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 質 的 に 同 様 の
作 用 を 奏 す る 限 り に お い て 、 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 メ ス や 内 視 鏡 等 の 術 具 を 先 端 側 に 備 え た 術 具 マ ニ
ピ ュ レ ー タ が 、 体 外 か ら 患 部 ま で 直 線 的 に ア プ ロ ー チ で き ず 、 且 つ 、 当 該 ア プ ロ ー チ 空 間
が 狭 い 場 合 で あ っ て も 、 前 記 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 患 部 に 導 く 通 路 を 確 保 す る こ と が で き
、 患 者 に 負 担 の 少 な く 入 院 期 間 の 短 い 術 具 マ ニ ピ ュ レ ー タ 等 を 使 っ た ロ ボ ッ ト 等 に よ る 手
術 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 概 略 構 成 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 一 部 分 を 拡 大 し た 概 略 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 動 作 を 説 明 す る た め の 概 略 図 （ そ の １ ） 。
【 図 ４ 】 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 動 作 を 説 明 す る た め の 概 略 図 （ そ の ２ ） 。
【 図 ５ 】 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 動 作 を 説 明 す る た め の 概 略 図 （ そ の ３ ） 。
【 図 ６ 】 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 動 作 を 説 明 す る た め の 概 略 図 （ そ の ４ ） 。
【 図 ７ 】 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 動 作 を 説 明 す る た め の 概 略 図 （ そ の ５ ） 。
【 図 ８ 】 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 動 作 を 説 明 す る た め の 概 略 図 （ そ の ６ ） 。
【 図 ９ 】 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 動 作 を 説 明 す る た め の 概 略 図 （ そ の ７ ） 。
【 図 １ ０ 】 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 動 作 を 説 明 す る た め の 概 略 図 （ そ の ８ ） 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 先 導 マ ニ ピ ュ レ ー タ
１ ２ 　 第 １ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体
１ ３ 　 第 ２ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体
１ ４ 　 第 ３ の マ ニ ピ ュ レ ー タ 本 体
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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摘要(译)

要解决的问题：即使不能从身体外部线性地接近手术部位，也要在远端
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多关节结构设置。 如上所述的引导操纵器10通过分离方法和弯曲位移刮
去非线性窄间隙S1，S2，...作为到患部的通道，并且使这些间隙S1，S2
朝向患部逐渐扩大。 结果，形成并保持了被引导到主体内部的切割机械
手的通道。 [选型图]图1
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